
811 聖書に登場する「山」 

 

▲アララト山 

トルコ共和国の東端にある標高 5,137m の山であり成層火山で、左（主峰の東南にあたる標高 3,896m の

頂上）を「小アララト山」、右（標高 5,137m の主峰）を「大アララト山」と呼んでいる。 
→創世記 8：4（第七の月の十七日に箱舟はアララト山の上に止まった）のみに登場する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

▲シナイ山（＝ホレブ山） 

シナイ半島にあり、モーセが神から十戒を授かった（出エジプト記 31：38）とされる場所である。 
標高： 2,285 m。ホレブ山（Horeb）とも呼ばれる。 
→参照：PDF ファイル No.813 シナイ山（解説）／814 シナイの山（ネヘミヤ記 9：13）／815 シナイ山  
 
▲ホル山（＝ハルーン山） 
ヨルダン南西部マアーンの北西、ムーサ涸れ川 (ワディ) の西方 8km に

ある標高 1,331ｍの山（頂が二つある赤い砂岩の山）。北東斜面に世界遺

産ペトラ遺跡（バラ色の都市ペトラ）がある。モーセの兄アロンがその

頂で 123 年の生涯を終えた山である（民数記 33：38～39）。 

歴史家ヨセフス、「ユダヤ古代誌」によれば，ホル山はエドム人の都市ペ

トラを取り巻く高い山々の一つであった。伝承では「ジェベル･ハルーン」

（「アロンの山」の意）と結び付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（左写真）ウィキペディア「アララト山」（左：小アララト山、右：大アララト山）／（右地図）世界史の窓 



 

【参考】 ペトラ遺跡 

ヨルダンにある遺跡で、死海とアカバ湾の間（死海から約 80km 南）にある渓谷にある。 
ペトラとは、ギリシア語で「崖」を意味する。1985 年 12 月 6 日、ユネスコの世界遺産（文化遺産）に登

録された。 
2000 年以上前にこの地に定住したアラブ人の

一族ナバテア人は、切り立つ岩壁を削り、この

大都市を造った。ナバテア人は、BC3 世紀頃に

突然現れた遊牧民族で、ナバテアとは「水を掘

る人」を意味するアラム語である。 
降雨量の少ない砂漠地帯に水槽の技術を持ち、

平和を志向した。 
戦いの場においても、敵を砂漠に誘い込み、困窮した相手に水の提供を申し出て、休戦へと持ち込んだ。 
ペトラはかつて、商業や交通の要地として栄え、古代東方文化とヘレニズム文化との融合が見られる建

造物や彫刻が多く存在している。 
また、聖書に登場する「ボツラ Bozrah」とはエドムの主要都市で、ギリシア語は「ぺトラ」です。  
ミカ書 2：12～13 復興の預言→文語訳では「ボヅラ

● ● ●

の羊」 
新共同訳ヤコブよ、わたしはお前たちすべてを集め／イスラ

エルの残りの者を呼び寄せる。わたしは彼らを羊のように囲い

の中に／群れのように、牧場に導いてひとつにする。彼らは

人々と共にざわめく。打ち破る者が、彼らに先立って上ると／

他の者も打ち破って、門を通り、外に出る。彼らの王が彼らに

先立って進み／主がその先頭に立たれる。 
文 語 訳ヤコブよ我かならず汝をことごとく集へ 必ずイス

ラエルの遺餘者を聚めん 而して我之を同一に置てボヅラ
● ● ●

の羊

のごとく成しめん 彼らは人數衆きによりて牧塲の中なる群の

ごとくにその聲をたてん。打破者かれらに先だちて登彼ら遂に

門を打敗り之を通りて出ゆかん 彼らの王その前にたちて進みヱホバその首に立たまふべし。 
 
▲エフロン山、▲エアリム山 

エフロン山は、ヨシュア記 15：9（この山の頂から下って、ネフトアの泉、エフロン山の廃虚を経て、バ

アラすなわちキルヤト・エアリムに折れ）、 
エアリム山は、ヨシュア記 15：10（そこを西に曲がってセイルの山に向かい、更にエアリム山すなわち

ケサロンの北斜面を経て、ベト・シェメシュに下る。更にティムナ、）のみに登場する。 

 

Petra 
アカバ湾 

死海 



▲アバリム山（山地）Abarim 

 

 

 

 

 

 

 

▲シェフェル山 

 

【参考】 東側から見たイスラエル（南から北へ）地形イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：©2005Generation Word 

水面標高ﾏｲﾅｽ 405ｍ 水面標高ﾏｲﾅｽ 213ｍ 



▲レバノン山（山脈） 

レバノン山脈（Jebel Lubnān）は、レバノンの中央

を南北に走る全長約 160km の山脈。 
中東であるのにも関わらず、標高3,000m級の山々

には雪が積もるため、アラム語で「白」を表すラ

バンがレバノンの語源となった。最高峰はカーネ

ット・アッサウダー山の 3,088m である。 
東側にペガーと言われるヨルダン地溝帯が走り、

その東側にアンチレバノン山脈、ヘルモン山脈が

連なる。山脈の西側は東側よりも降水量が多い。 

 

▲ガアシュ山 

 

▲パランの山(パランの荒れ野を含む) 

パランの山はシナイ山を指していると思われる。 

 

出典：(左)毎日新聞/(右)写真でイスラーム 



▲ヘルモン山（シャイフ山） 

ヘルモン山：ヘブライ語（シャイフ山：アラビア語） 
レバノンとシリアの国境にあるアンチレバノン山脈の最高峰で、最高点の標高は 2,814m である。 
最高点はシリアが支配しているが、南部の稜線にあたるゴラン高原は 1967 年の第三次中東戦争以降、イ

スラエルの支配下にある（イスラエルを除き、国際連合およびほとんどの国際連合加盟国はイスラエル

領であることを認めていない）。 
ヘルモン山を、シドンの住人はシルヨン、アモリ人はセニルと呼んだ（申命記 3：9、雅歌 4：8 他)。 

 
 
 
 
 出典(左図)：朝日小学生新聞 



▲ピスガ山(ピスガの頂) 

アバリム山脈の最高峰（710ｍ）で、通常はネボ山を指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲ネボ山 

アバリム連山の主峰の 1 座（場所：Madaba, Jordan）で、標高 802/817m（参考：六甲山 931ｍ）。 
ピスガの頂（標高 710ｍ）は、ネボ山と同一もしくはその一部分とされる（申命記 32：49、34：1）。 

※死海：水面の標高ﾏｲﾅｽ 405ｍ、最大水深 433ｍ                     ネボ山の展望台に設置された展望板 

※第一の月の十日に、民はヨルダン川から上がって、エリコの町の東の境にある【ギルガル】に宿営した（ヨシュア記 4：19）。 

※Madaba, Jordan マダバはヨルダン西部の都市でマダバ県の県都。首都アンマンの南西 35km、死海の東の台地上に位置する。 

㊟ギレアド→聖書協会共同訳「ギルアド」 



▲ゲリジム山 

パレスチナのサマリア地方にある山。標高 881ｍ。 
モーセによって祝福の象徴とされ、サマリア人が聖地

としている。 
 
 
 
 
 
 
 

 

▲エバル山 

シェケムの谷を挟んで、ゲリジム山と向かい合っている（上図参照）。 

海抜 938ｍで、山の間には主要道路が東西に走っている。 

 

▲モリヤ山 

聖書「歴代誌下 3：1」のみに登場し、エルサレム付近にあったと言われている。 

→歴代誌下 3：1 

ソロモンはエルサレムのモリヤ山で、主の神殿の建築を始めた。そこは、主が父ダビデに御自身を現さ

れ、ダビデがあらかじめ準備しておいた所で、かつてエブス人オルナンの麦打ち場があった。ユダヤ人の

伝承では、ソロモン王が神殿を建てたエルサレムの「シオン山」がモリヤであるとされている。 



▲タボル山 

ガリラヤ湖南端の西方約 20km の地点にあるおわん型の標高 575m の山

で、ヘルモン山、カルメル山と並んでイスラエルでは有名な山である。 
→参照：前頁、ゲリジム山 
 
 
 
 

 
▲ギレアドの山（山地） 

ギレアド Gilead はヨルダン川東岸の北部地（ヤボク川とヤルムク川の

間）で、牧草が豊かで牧羊に適した高地と穀物が育つ肥沃な低地からな

る。→〇 
ギレアドの山はヨルダン川西岸にあるイズレエル平野に近い場所を指

す。→〇 
→ギルアド（聖書協会共同訳） 
 
 



▲ツァルモン山 

シケムの北側のエバル山のことか？？？ 

 
▲ギルボア山 

イズレエル平野とベト・シャン平野を隔てる一連の山（標高 518ｍ）でサマリア山脈につながっている。

サウルは全軍をここに集結させてペリシテ人を迎え撃った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ツェマライム山 

下記聖句のみに登場する。 

→歴代誌下 13：4 

アビヤは、エフライム山地のツェマライム山の上に立って言った。「ヤロブアムとイスラエルのすべての

人々よ、わたしに耳を傾けよ。 

 

▲ミザルの山 

下記聖句のみに登場する。 

→詩編 42(-43)：7 

わたしの神よ。わたしの魂はうなだれて、あなたを思い起こす。ヨルダンの地から、ヘルモンとミザルの

山から 

●ベト・シャン 



▲オリーブ山 

ヨルダン⻄岸地⽅、エルサレム旧市街東壁側のキドロンの谷をへだ
てた数個の峰から成る山。エルサレム神殿から約 1 ㎞東に位置して
いる。その尾根は約 4 ㎞にわたり、斜面に生育するオリーブからそ
の名が付いた。頂上はエルサレムのどの地点よりも高く、エルサレ
ムが一望できた。神殿よりも標高が約 90〜150ｍ高いため、イエス
が神殿にこれから起こることを弟子たちに話し、指し示すのに最高
の場所であった。 
 
 
 

 
▲バシャンの山 

バシャンはガリラヤ湖の東方、ヤルムク川の中下流の肥沃で広大な平野であるが山の所在は不明である。 



▲カルメル山 

イスラエル北部のハイファ地区ハイファに南東約 8 ㎞に所在する山（標高 525.4ｍ）であり、南北 39km

にわたって広がる丘陵地である（参照：ギルボア山地図）。名は「園」の意味。 

山中には、多くの洞窟が見つかっている。 

 

▲シオンの山 

イスラエル・エルサレム旧市街

の南西隅にある丘（標高 765ｍ）

で、一般的には古代エルサレム

の西側の丘の事を意味してい

る。広義に「イスラエルの地」の

意で使われる事もある。 

この丘には多数の墓地や教会が存在しており、アルメニア人やユダヤ

人が多く居住する地域である。また、ダビデ王の墓がこの丘の山頂に

あり、そこに「最後の晩餐」が持たれたといわれる「上の部屋」も存

在している。→PDF ファイル No.816 

 

▲ミルラの山 

下記聖句のみに登場する。 

→雅歌 4：6 

夕べの風が騒ぎ、影が闇にまぎれる前に／ミルラの山に登ろう、乳香の丘にわたしは登ろう。 

 

▲ペラツィム山 

下記聖句のみに登場する。 

→イザヤ書 28：21 

主はペラツィム山のときのように立ち上がり／ギブオンの谷のときのように憤られる。それは御業を果

たされるため。しかし、その御業は未知のもの。また、働きをされるため。しかし、その働きは敵意ある

もの。 

 

 

 

 

 



▲エフライムの山 

エフライムの山地はエルサレムより北の中央山地（サマリア山地とも呼ばれる）でカナン征服後、エフラ

イム族に与えられた地域である。名は、イスラエルの十二部族の内、ヨセフの子エフライムに由来する。 

→PDF ファイル No.817 エフライムの山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲セイル山 

エドム人が住んでいた死海の南から東にかけての山地で、エドムの別名ともされる。エドム人はバビロ

ニア軍に敗れたユダに侵入して土地を奪おうとした（エゼキエル書 35：10）。 

 

 

関連資料ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カナンの分割（BC1200～1030） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

**出典（地図）：American Bible Society（出典記載のない地図等） 


